
気象庁では、海底火山の噴火により、生命に危険を及ぼすような火山現象の発生が予想される場

合やその危険が及ぶ範囲の拡大が予想される場合に警戒が必要な範囲（生命に危険を及ぼす範

囲）」を明示して発表します。内容は以下の表をご覧ください。

気象台情報局 石垣島地方気象台

【2021年11月号】

防災気象情報は、テレビ・ラジオ・またはホームページから

石垣島地方気象台ホームページ https://www.jma-net.go.jp/ishigaki/
※ ホームページは、スマートフォン対応済みです。

お問い合わせ先：石垣島地方気象台 電話番号：0980-82-2159 気象庁マスコット
はれるん

石垣島地方気象台はこちらから

八重山地方にも火山があることをご存じですか
～八重山地方にも活火山があります～

西表島
石垣島

先日、新聞に大東島地方や沖縄本島の海岸に大量の軽石が漂着したとの記事が掲載されました。

この軽石は、小笠原諸島の南海上にある「福徳岡ノ場」という火山噴火による噴出物ではないかとい

われています。

1000㎞以上離れた火山の噴出物が流れ着いたことに驚かれたのと同時に、遠い場所での出来事と
思われた方も多いのではないでしょうか。実は、八重山地方でも過去に火山噴火により軽石が大量に

発生し、漂流したことがあります。

西表島北北東海底火山（右図参照）は、日本に111
ある活火山の一つで、1924年（大正13年）10月31日に
西表島の北北東約20㎞沖合で突如噴火しました。翌
日には付近の海面一帯に多量の軽石が漂流、その後、

軽石は黒潮の流れにのり、日本各地に流れ着いたと

の記録があります。この記録は、黒潮の流れの速さや

流路などを解明する一助となりました。

今回の軽石によって、船舶や養殖などに深刻な被

害があり、今も続いています。海底火山の噴火は、時

には人命などに重大な被害を及ぼす可能性がありま

すので、付近を航行する場合は、注意・警戒が必要で

す。

西表島北北東
海底火山


